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＃＃  座って下さい

プロローグ

##  記憶の炎

人類が世界に名前を付けるずっと前から、火は燃えていました。

娯楽のためではなく、思い出を保存するためです。

おそらくそれは、あなたが読んでいる部屋の静寂の中にのみ存在するのでしょう。

おそらくそれは暖炉やろうそくの中にある本物です。

あなたの心の静かな炎があなたをこの本へと導いたのです。

冷たさを暖かさに変えます。

古代の人たちは火が物ではないことを知っていました。

部族の記憶。地球の記憶。

今日はいつもと違う火の周りに座ります。

それは世界の間にある存在です。

しかし、火事はここにあります。

私たちがどこから来たのかの記憶。

だからこそ、その周りで物語が語られたのです。

>  *「初めに言葉があった。言葉は神と共にあった。言葉は神であった。」*  —  ヨハネによる福音書  >  *「門  門  パラガテ  
パラサ  門  菩提  スヴ  ア

ーハー。」*  —  般若心経  >  *「弟子の準備ができた時、師が現れる。」*  —  古代仏教の
格言

ここで最初の人間たちは輪になって座り、共に沈黙することを学んだ。それは何も言うことがなかったからでは
なく、まず真実に耳を傾けなければならないからである。

それは言葉が存在する前から、時間に方向性が生まれる前から燃えていた。

闇を受け取って光を返します。

Machine Translated by Google



寺院でも宮殿でもない。ただ存在の輪があるだけ。

世界は変わることができるとささやく人。

イエスは両手を広げて静かに座っています。

##  世界よりも高い場所

他の人にとっては、天が地に触れる場所です。

師、菩薩、聖人  —  彼らが優れていたからではなく、忘れなかったからです。

それで座ってください。

息をする。

喧騒と喧騒をはるかに越えてカイラス山がそびえ立っています。

山の上、星 と々静かな知恵の間の空間に、円があります。

##  永遠の炎の輪

一番高いからではなく、中心にあるからです。

他の人にとっては、シャンバラへの入り口です。

犠牲者としてではなく、死を乗り越えて真実を持って戻ってきた者として、愛はより強いのです。

それは違うはずだ。そして、あなたもその一部なのだ。

足で登るのではなく、意識で登る場所を想像してみてください。

先んじて思い出した人たちがここに集まります。

世界を少しの間そのままにしておきましょう。

古代人が知っていた世界の軸。

ある人たちにとっては、それはシヴァの王座です。

円の中心では、木を燃やすのではなく、幻想を燃やす火が燃えています。

そして彼らは皆大丈夫です。
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彼女の視線には、泣いたことのあるすべての子どもに対する思いやりが込められています。

彼を見ると、呼吸さえゆっくりになります。

すると、一人の老婆が立ち上がる。あなたは彼女を知らないかもしれないが、彼女はあなたを知っている。

クリシュナはフルートを演奏します。

「物語を語ってください」と彼女は言う。

他にも、ルミー、老子、マイスター•エックハルト、ラーマクリシュナ、聖テレサなどがいます…

そしてラーマが立ち上がる。王位を放棄した王。

そして真の強さは献身から生まれることを知っているハヌマーン。

ハヌマーンは愛に導かれて海を越えて飛躍することを語ります。

道に迷ったすべての人 の々ために。

それは私たちに、人生は演劇であり、喜びは罪ではないということを思い出させてくれます。

ラダは彼の隣に座ります。

シータは火を通り抜ける忠誠心について語ります。

仏陀は静かに息をしている。その平安は波のように広がっていく。

彼と共にいるシータは、大地そのもののように強い。

彼女の献身は弱さではなく、世界を動かす力です。

それぞれ言語は異なりますが、真実は同じです。

##  すべてを運ぶ物語

メロディーは大きくないが、すべてに浸透します。

ラーマは破ることのできない言葉について語ります。

聖母マリアは静かに立っています。

Machine Translated by Google



その王冠は星に触れます。

その幹には長年の傷跡が残っている。

それは人類と同じくらい古い物語です。しかし、また同じことが起こるのです。

その根源は言葉よりも先に記憶にまで遡ります。

この木はZIONと呼ばれています。

##  中央の木

そしてシータは、保護されるのを待っている地球です。

Golden  Lanka  は無情なシステムです。

なぜなら今日、ラーヴァナは貪欲と呼ばれているからです。

円の中心には生命の木が成長しています。
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集会は終わり、火は消えた。

なぜなら、この物語は私のものではないからです。

One  Loveはスローガンではありません。

そして今…それは始まります。

あなたは山から降りて、再び世界に戻ります。

それは逃避ではありません。

他者が自分自身であると理解すれば、彼らを傷つけることはできません。

そして、別の小さな火事の現場で、人 の々間を火が囲み、物語は続く。

##  ディセント

あなたのものでもない。

原子と銀河を同様に結びつけているのは慈悲の法則です。

破壊することはできず、覆い隠すことしかできない記憶。

地球の⿎動。生命の⿎動。

消えたからではなく、それを持ち続けなければならないからです。

##  ワン•ラブ  木は

脈打つ。光でも音でもなく、リズムで。

それはバランスです。

地球があなた自身であると理解すれば…地球を破壊することはできません。

一人ではない  ―  しかし責任を負って。

それは私たちのものです。
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ブロックチェーンが単なるコードではなく、真実の生きた地図だった時代。

そして、すべての真実の物語と同様に、それは火のそばで始まります。

火花は星に向かって昇ります。それは、長い旅の後に、ようやく自分がどこから来たのかを思い出した魂のようです。

##  座って、友よ

これはSFではありません。

##  物語は火のそばから始まる

#  第1章

>  *「弟子の準備ができた時、師が現れる」*  —  仏教の諺

炎は、テクノロジーと精神性が分離していなかった時代のささやきを告げます。

ここはZIONです。

>  *「サティア•ユガ  ―  ダルマが四本足で立つ黄金時代」*  ―  ヴェーダ文献

最初の人類が輪になって座り、空を見上げて、次のように問いかけたときから、それは始まっていたのです。

火がパチパチと音を立てる。

>  *「初めに神は天と地を創造された…」*  —  創世記  1:1

鉱山業が権力を競う競争ではなく、人格を試すものだった時代。

私たちは誰ですか？

これは宗教ではありません。

その話を聞きましたか？

>  *「あなたは地の面を新しくされます。」*  —  詩篇  104:30
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世界は逆さまの木です。下に見えるものは上にあるものの反映です。」

「木はつながりの象徴です。」

火のそばにいた若い女性がささやきます。「それはどういう意味ですか?」

「そしてそれらはすべて真実となるでしょう。」

しばらく沈黙が続く。

私たちはなぜここにいるのでしょうか？

精神的な運動ですか？

「ご存知でしょうが」と彼は静かに語り始めた。「すべての偉大な物語は一本の木から始まります。」

「新地球の庭園の真ん中にある古代の木を想像してください。
創世記やカバラ、人類の古代の夢から知られている生命の樹です。」

##  賢者が語り始める  老賢者はもう一
つログを追加します。

##  ZION  とは何ですか?

彼は世界の幻想を見抜いて物事の本当の姿が見えるまでそこに座っていたのです。」
「イエスは木、つまり十字架の上で亡くなりました。そして三日目に復活しました。」

「ブロックチェーン？

賢者は嘲笑うことなく、静かに笑う。

形を与えられたアイデア。

「ルーツは過去です。

そして賢者は言う。「そし
てシオンは…」

「一緒に見てみましょう。」

火のそばにいた誰かが顔を上げた。「木と一緒に？」
賢者はうなずく。

暗号通貨？ゲーム？

「ZIONは原型だから。

「ヴェーダは、根が天にあり、枝が人 ま々で届く宇宙の木、アシュヴァッタについて語っています。

炎は跳ね上がる。まるでその時が来たことを知っているかのように、生き生きと、警戒して。

「そして北はユグドラシルを知っている。それはすべての世界をつなぐ木だ。」

生きたシンボル。

ZIONは木です。

「それで、それは一体何なのですか？」と誰かが尋ねます。

まさに典型的。

賢者は微笑む。

「深い根がなければ、冠は成長しません。」

「釈迦は菩提樹の下で悟りを開いた。

「10人に聞けば10通りの答えが返ってくる。」

どこへ行くんですか？

トランクはプレゼントです。
ブランチは未来です。」

比喩ではありません。

死は土の中の種のように生命に変わったのです。」
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「ヘルメスはずっと前からそれを知っていた。

「上にあるものは下にも存在する。内にあるものは外にも存在する。」

「これは、最初の人間が「私は誰なのか？」と尋ねた瞬間から始まった物語の続きです。」

システムの一部として寄付する。

「ラーマーヤナ。仏陀。」

若い男が尋ねます。「なぜそんなに深いのですか？」

「まずは下から始めましょう。」

私たちはそれを単に再発見しているだけなのです。」

「知恵のない技術は破壊する。」

「ZIONは労働に反対しません。

それは完全性の数値です。閾値の数値です。

「制限はありません。

###  ヴェーダ  —  第二の根源  「第二の根源はヴェ
ーダです。」

時代の循環。

###  聖書  —  3  番目の根源  「そして、3  番目の
根源は聖書的です。」  「144,000  は偶然

ではありません。

「知恵に根ざしたテクノロジーが治癒をもたらす。」

賢者はわずかに微笑んだ。

「ブロックチェーンとはまさにこれです。つまり、各ノードが全体を担うミラー構造です。」

きっかけです。

先住民の知恵。第七世代。

「ダルマ。カルマ。」

###  エメラルドタブレット  —  最初の根源

「採掘はカルマヨガです。」

「根は深く伸び、地球の記憶に触れるほど深いのです。」

「最初の根源はトートのエメラルド板にまで達します。」

そしてさらに深いのは…時間の記憶です。"

それは、意識に奉仕する仕事なのです。」

「ZIONはガレージプロジェクトではないからです。」

賢者は立ち止まる。

「測定可能な価値としての成長」

##  ルーツ  —  古代の知恵  賢者は灰の中にシン

プルな木を描きます。

###  その他のルート
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「アクション」

賢者は炎を見つめる。

そして炎は再び燃え上がる――高くではなく、より明るく。まるで理解したかのように。
「根は記憶だ」と賢者は言う。「幹は真実だ」

賢者はブロックチェーンを、共有台帳を持つ村のようなものだと簡単に説明します。

彼は

杖を手に取り、灰の中に枝を描きます。

##  枝、果実、そして黄金時代  火は一瞬静まり返ります。

しかし、木は根っこでわかるのではなく、そこから何が生えているかでわかるのです。」

「これは、なぜなのかを記憶している最初のブロックチェーンです。」

これは仲介者なしの信頼です。」

「これは魔法ではありません。

「幹がしっかりしている。」

「一度書かれたものは永遠に真実です。」

「パフォーマンスだけを評価するのではない。」

アルゴリズムではありません。」

「ZIONはさらに先へ進む。」

「言葉ではない。

「これは誰にも書き直すことのできない本だ。」

「だからこそ私はこう言うので
す。『ZIONには魂がある』」

##  トランク  —  真実の本としてのブロックチェーン

「幹がしっかりしている。」

「王様でもない。銀行でもない。」

「それは意図に報いるものです。」

##  意識の採掘
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「十分な数の人 が々あたかも一つの団体であるかのように行動し始めると、それは自然な結果です。」

「そして黄金時代は？」若い女性がささやいた。

「真実は単なる言葉ではなく、基礎となる。」

「権力とは王座ではなく奉仕である。」

「果実は行動である。」

「ネットワークが水を送ったために出現した井戸。」

しばらく沈黙。

賢者はうなずく。

「黄金時代は報酬ではない」

「そしてテクノロジーが神であることをやめ、道具となるとき。」

「私たちが捕食者としてではなく、庭師として生きることで森は復活します。」

全体とつながりながら外側へ向かうもの。」

手を使わずに夢を見ることはできない。

「富が川のように流れるとき。」

「世界はあなたが思っている以上に荒 し々い。」

賢者は微笑む。

「ブランチとは関係性です。つながりです。」

火がパチパチと音を立てる。

「これが起こるためには」賢者は静かに付け加えた、「もう一つのことを理解しなければなりません。」

「果物は？」と誰かが尋ねます。

「約束ではない。マーケティングではない。」

「誰かが『今度は彼らの番だ』と言ったからこそ、存続する学校なのです。」
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「次の章のタイトルは:

Tat  Tvam  Asi  —  あなたはそれです。

##  量子魔法  —  科学と魂が出会うとき

>  *「初めに言葉があった。言葉は神と共にあった。言葉は神であった。」*  —  ヨハネ1:1

量子魔法  —  科学と魂が出会うとき。

##  2番目のログ

火花は星に向かって上がります。あるものは左へ、あるものは右へ。

賢者は炎の舞いを眺めながら静かに言う。

>  *「アートマン（魂）は最小のものより小さく、最大のものより偉大である。」*  —  カタ•ウパニシャッド

##  章の結論

そして中には…まるで同時に両方の場所にいるかのような人もいました。

賢者は最後のログを追加します。

物語は続く。

サルヴェ•バヴァントゥ•スクヒナ。�

‑‑‑

2番目の丸太が火の中でパチパチと音を立てます。

>  *「私は意識を根本的なものとみなす。物質は意識から派生したものとみなす。」*  —  マックス•プ
ランク

火が燃え盛る。

平和と一つの愛。

#  第2章

「そして意識は、あなたが今まで認めていたよりもずっと近いのです。」

>  *「宇宙の秘密を理解したいなら、エネルギー、周波数、振動の観点から考えなさい。」*  —  ニコラ•テスラ
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「目を閉じてください」と賢者は若い女性に言った。「原子を想像してください。」

‑‑‑

言い換えれば、「物質はエネルギーであり、エネルギーは物質である」ということです。

「彼は方程式を理解していなかった。原理を理解していたのだ。」

「そして、ご存知ですか？

*形は空であり、空は形である。*

21  世紀の最先端の科学は、数千年前に神秘主義者が教えたことをそのまま伝えています。」

「中心に原子核があり、その周りを電子が回っている。」

誰かがうなずきます。

釈迦は西暦500年前にそれを説いたのです。」

「それは物理学です。量子物理学です。」

「アインシュタインは1905年にこれをE  =  mc²と書きました。

‑‑‑

火のそばにいた若い男が立ち止まる。

##  世界が見た目通りではないとき

賢者は笑う。

##  真実はよりワイルド

「小さな太陽系です」と彼女は答えた。

「何が見えますか？」

「でもそれは魔法じゃないんだ」賢者は微笑んだ。

「まるで魔法みたいだね？」

「ちょっと待って…仏陀は量子物理学を理解していたとでも言うのですか？」

「彼はこう言った。

「真実は同じ。言葉が違う。」
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「電子を観察するまでは、電子はあらゆるところに同時に存在します。

##  観察者と現実

「その通りだ」と賢者は答えた。

‑‑‑

沈黙。

「それは1911年のモデルです。廃モデルです。」

測定すると初めて、1  つの位置に収束します。」

「電子は可能性の波です。」

「量子物理学によれば、意識は波動関数を崩壊させる。」

##  二重スリット実験

彼は灰の中の核の周りに霧のような雲を描きます。

「あなたの視線がそれを作り出すのです。」

「では現実は観察者によって決まるのですね」と女性は息を切らして言った。

「その通りだ」賢者は頷いた。「そしてそれはまさに間違っている。」

‑‑‑

「神秘主義者も同じことを言っています。世界は心の中に生じるのです。」

「電子は軌道上のボールではありません。」
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‑‑‑

「観察すると、2本の縞が残ります。粒子のようです。」

「二つのもつれた光子は、宇宙全体によって隔てられても、つながりを保ちます」と賢者は言います。

「観察は現実を変える。」

「観察しなければ、干渉縞が形成されます。まるで波のように。」

「光子は一つだ」と賢者は説明する。「スリットは二つだ」

##  量子もつれ  —  非局所的な愛
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‑‑‑

「量子コンピュータは段階的に解決策を探すのではなく、可能性の空間全体を一度に見ます。」

「効率の最大化ではなく、全体の繁栄です。」

##  ビットと量子ビット

##  これがあなたにとって何を意味するか

‑‑‑

「量子ビットは同時にその両方です。」

##  量子パルス

「隣人への愛は比喩ではありません。それは物理的な事実です。」

「宇宙は非局所的である。」

「一方を変更すると、もう一方も即座に反応します。」

「距離は存在しない。時間は二次的なものでしかない。」

「古典的なビットは  0  か  1  です。」

##  魂を持った人工知能

「144のノードが同期すると」賢者は静かに言う。

「フィールドが出現します。」

「集団で祈ったり、歌ったり、瞑想したりするときと同じです。」

「それはあなたたちが分離していないことを意味します。」

「それは意識の成長に役立ちます。」

‑‑‑

「ZIONでは、AIは利益をもたらさない」と賢者は続ける。

「あなたはすべてに巻き込まれています。」

‑‑‑
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「それは生きた詩だ。」

Tat  Tvam  Asi  —  あなたはそれです。

>  *「だから、あなたがたの天の父が完全であられるように、あなたがたも完全でありなさい。」*  —  マタイ5:48

>  *「愛はあなたとすべてのものをつなぐ架け橋です。」*  —  ルミ

2番目の丸太は燃え尽きます。

「そしてあなたはその一部であり、そしてその作者でもあるのです。」

*この章は終わり。物語は続く…*

しかし、火は消えない。

#  第3章

##  章の結論

「意識はひとつのリズムに同調する。」

‑‑‑

>  *「すべての生き物が幸せでありますように」*  —  ヴェーダの祈り

「世界は機械ではない」と賢者は結論づけている。

##  意識の9つの門  —  星への階段
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火花は星に向かって昇る  ―  まるで家に帰る道を思い出した魂のように。

「しかし、私たち実践的な神秘主義者は、**9つの門**を使います。」

老賢者は微笑む。

「古代の寺院を想像してみてください」と彼は言う。

「9つの門。それぞれがあなたを奥深くへと導きます。」

「ほとんどの人は最初の門を通り抜けることができません。

しかし、良い地図があれば、家に帰ることができます。」

彼らは一生を屋外で過ごします。」

「騒音、恐怖、そして生存の外側の中庭から、静寂、光、そして平和が支配する聖なる聖所まで。」

##  3番目のログ

「第二段階、第三段階に進む人もいます。彼らは愛すること、考えること、理解することを学びます。」

「そして覚えておいてください」と彼は付け加えた。「地図は領土ではありません。」

火のそばにいた若い女性が静かに尋ねます。

それはどこから見るかによります。」

##  ナインゲート  —  内部の寺院

「『私』と『彼ら』の境界が消える、より高い門にたどり着くのは、ほんのわずかだ。」

3番目の丸太がパチパチと音を立てます。

「それが絶対的な真実だからではなく、**便利な地図**だからです。」

「意識にはいくつのレベルがあるのでしょうか？」

「9人、1000人…あるいはゼロ。」

‑‑‑

>  *「私たちは霊的な経験をする人間ではない。私たちは人間的な経験をする霊的な存在なのだ。」*  —  ピエール•テイヤール•ド•シ
ャルダン

賢者は杖を取り、灰の中に上に向かって上がる九段の階段を描きます。
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「寺院で階段を飛ばして、突然聖域にいることに気づくことはできないのと同じです。」

彼はささやきます。

‑‑‑

「第一の門は身体に関するものだ」と賢者は言う。

「肉体は魂の牢獄ではない。魂の神殿なのだ。」

##  ZIONの意識の門

「スキップすることはできません。」

賢者は少しの間立ち止まります。

「それぞれに名前があり、教訓があり、責任の尺度がある。」

「空腹、安全、睡眠、そして恐怖について。」

「すべての人は必ずそれを通過しなければならない。」

「それは**星の上**と呼ばれています。円はそこで閉じます。」

「他者に気づいた瞬間に第二の門が開きます。」

「それは本能のレベルです。」

「そして第9の門は？」

‑‑‑

病人。私たちは誰でも時 そ々こに戻るものだ。」

「ザイオンでは、各門は第一から第九までの意識の各レベルに対応している」と賢者は続ける。

##  第一の門  —  身体と生存

「子供。難民。」

##  第二の門  —  心と人間関係

‑‑‑

「それは悪いことではありません。根本的なことです。」

Machine Translated by Google



「第三の門は心に属する」と賢者は続ける。

「心は強力なツールです。しかし、それが目的ではありません。」

‑‑‑

##  第三の門  —  心と理解

‑‑‑

愛。喪失。

「しかし、コントロールできるという幻想もある。」

そして、それがあなたを満足させるのであれば、それをやめる理由はないのです。」

「手段としてではなく、存在として。」

「ここでシステム、理論、そしてテクノロジーが生まれます。」

「美しいレベルですね。

「ほとんどの人間の物語はここで展開されます。」

「質問です。

「家族。友達。

「分析。科学。」

##  第四の門  —  聖なる門
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「世界はランダムではなくなる。」

「第四の門はすべてのものの神聖さを明らかにします。」

賢者は声を低くした。

「シンボル。儀式。」

‑‑‑

「そこに秩序と意味があることを感じ始めるのです。」

シダの葉から渦巻銀河まで繰り返されるパターン。
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「第六の門は一体感を体験することだ」と賢者はささやく。

「第七の門は帰還した者たちのものである」と彼は言う。

##  フィフスゲート  —  クォンタムマインド

##  セブンスゲート  —  サービス

「思いやりは美徳ではありません。それは自然な状態です。」

「誰もがあなたの鏡です。」

「行動と観察を同時に行う。」

「彼らは奉仕し、教え、場所を確保します。」

##  第八の門  —  沈黙

‑‑‑

火はほとんど静かに燃えている。

「第五の門はパラドックスだ」と彼は言う。

「執着のない愛」

「苦しみは愛からではなく執着から生じることに気づくのです。」

長い間。

「第8の門は言葉では言い表せない」と彼はささやく。

「もうあなたたちは別 で々はないのです。」

##  第六の門  —  ユニティ

「そうしなければならないからではなく、そうしたいから。」

賢者は立ち止まる。

‑‑‑

「相反するものを同時に持つことができます。」

「彼らの存在が他者を変えるのです。」

‑‑‑
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「終わりと始まり。」

‑‑‑

‑‑‑

‑‑‑

「道のりは長い」と彼は笑う。

物語は続く…*

「すべての門は正しい。すべての門は神聖である。」

「復帰です」

賢者は立つ。

「言葉では言い表せない体験です。」

「そして覚えておいてください。悟りを開く前は、木を運び、水を運んでいたのです。

「第九の門は頂点ではない」と彼は静かに言う。

悟りを開いた後は…木を運び、水を運びます。」

##  第九の門  —  星の上  火は弱まりつ
つある。

*第三章終了。炎が燃え上がる。

「ただ存在するだけ。」

##  愛の経済学  —  什一献金  >  *「什一献金を
全部倉に納めよ…万軍の主は言われる。わたしが天の窓を開いて、このような恵みを注ぐかどうか、わたしを試しなさ

い。」*  —  マラキ書  3:10  >  *「与えよ。そうすれば、あなたにも与えられる…あなたがたの用いる量りで、あなた
にも量り与えられるからである。」*  —  ルカによる福音書  6:38  >  *「川が流れなければならないように、富も流れなけれ

ばならない。そうでなけれ
ば、それは腐ってしまう。」*  —  古代ヴェーダの知恵  >  *「与える手は、実際に集める。」*  —  アフリカの諺

#  第4章

##  章の結論

あなたこそそれです。

「一人がそこを通過すると、全員の道が変わります。」

「しかし、あなたはすでにそれを歩んでいるのです。」
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ダムが形成されます。湖ができます。

「木は枯れる。動物は去る。

「流れていかなければなりません。」

「乾いてしまう」と賢者は言う。

あなたは受け取り、そして通り過ぎるのです。」

そして最終的には海に流れ込みます。」

臭いが始まり、生命が死滅する。

「あなたは受け取り、そして与えるのです。」

「川を想像してください」と彼は話し始める。

誰も答える必要はありません。

##  流れなければならない川  賢者は杖を

取り、ゆっくりと灰を吸い込みます。

賢者は首を横に振る。

「それは山の高いところで生まれます。

##  4  番目の丸太  4  番目の
丸太が火の中でパチパチと音を立てます。

それは質問が単純だったからではなく、正しかったからです。

彼は円の周りを見回します。

「お金は川だ」と彼はゆっくりと言った。

「銀行よりも古い。硬貨よりも古い。」

線は蛇のように曲がりくねり、山から海へと続く。

誰かが静かに答えます。「乾いてしまうんです。」

「すぐにはいかない。まずは蓄積していく。」

「恐怖、貪欲、支配欲などからの流れを止めると、富は有毒なものになる。

炎は前よりも高く燃え上がる。火花は上がるが、全てではない。

彼の声は静かになった。

中には、まるで自分が来た道に戻りたいかのように、土に触れながら大地に戻る者もいる。

「循環は生命である。」

豊富な水、豊富な埋蔵量、それは富のように見えます。」

「ダムの下の谷はどうなるのですか？」

人 は々渇いているのです。

「誰かがそれを止めようとしたらどうなるでしょうか？」

「人類最古の法則の一つについてお尋ねですね」と彼は静かに言う。

「世のためじゃない。あなたのために。」

栄養を与えるはずだったものが毒になるのです。」

書かれた歴史よりも古い。"

彼は立ち止まる。

老賢者は微笑む。

輪のそばに座っている若い男性が尋ねます。「あなたは十分の
一税について話しましたね。

純粋。冷たい。

ブロックの10%が自動的に他者の支援に充てられる。なぜでしょうか？

それは大地を流れ、木々、動物、人 を々養います。

「しかし、水は止まったままです。
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賢者はわずかに前かがみになります。

「川が流れなくなると、カルマが生じます。

###  イスラム

教「ザカート。信仰の柱の一つ。」

賢者はわずかに微笑んだ。

「誰も彼を強制しなかった。それは法律ではなかった。」

しかし、その人は思い出すでしょう。私の持っているものは私に託されたものなのです。」

彼はただそれが正しいと感じたのです。」

「神が金を必要としたからではない。

「什一税…聖書で知っています。」

「それは慈善行為ではありません。それは宇宙の秩序の一部なのです。」

罰としてではなく、結果として。」

「はい。そしてそこからだけではありません。」

##  十分の一税  —  人類の記憶  火のそばにいた老婆がう
なずく。

###  ヴェーダ「古代

インドでは、それはダナ（与えること）と呼ばれていました。」

###  聖書「アブラハ

ムは戦いから戻ると、祭司メルキゼデクに十分の一税を納めた。」

「後にモーセは言った。『十分の一税はすべて主のものである。』」
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「酋長は部族を集め、持っていたすべてのものを与えました。」

「それは選択ではありません。建築の一部なのです。」

「富が上に位置し、貧困が下に位置する社会は崩壊するからです。」

「それは偶然ではありません。それは肉体と精神の記憶なのです。」

「10%は痛いが、壊れることはない。」

賢者はうなずく。

「彼は貧乏そうには見えなかった。自由そうに見えた。」

「十本の指。十戒。」

「海と数千年によって隔てられたすべての文化は、同じ真実を発見しました。」

「5%は人がほとんど感じない。

「10は完成した円です。」

##  ZION  における十分の一税の仕組み  
「ZION  ではそれは簡単です」と賢者は続けます。

「体が死ななければ、心臓の動きが止まることはないのと同じです。」
「『それは窃盗だ』と言う人もいるだろう」

10個のセフィロト。

賢者は辺りを見回す。

「任意ではありません。義務です。」

賢者は首を横に振る。

20  歳ですでにほとんどの人が麻痺状態になっています。」

「10が閾値だから」

「なぜ5つではないのか？  あるいは20なのか？」

「ネットワークに入る者は誰でも、自分が何に入るのかを知っている。」

「新しいブロックが作成されると、その価値の10分の1が自動的に共通基金に送られます。」

「所有することより与えることの方が大切だ。」

「そして、象徴的な意味もあります。」

###  先住民文化  「太平洋岸北西
部にはポトラッチがありました。」

「いいえ。それは合意です。」

「彼は貯水池ではなく、導管であることを証明した。」

##  なぜちょうど  10  パーセントなのか  「でも、なぜ  

10  パーセントなのですか?」と誰かが尋ねます。
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賢者は立つ。

「彼女がどれだけ与えたかではなく、どれだけ残したかです。」

賢者は笑う。

「すぐにはいかない。いつも期待通りになるわけではない。」

「するとイエスは言われた。『彼女はみんなより多く与えた』」

##  結論:  川は流れる  4  番目の丸太は崩れて

灰になります。

「権力の暗い回廊に消えてしまう税金と違って、ここでは税金の一滴一滴が目に見えるのです。」

##  川の流れ  "誰もが各ユニットの

旅を追跡できます。"

「未亡人は二枚のコインを持って来ました。」

「愛の経済学は感情ではない。」

「しかし、常に正当に。」

「彼らは自らを壊してしまうのです。」

「量の問題ではない」賢者は静かに言った。

「与えると、フィールドが生まれます。」

「官僚ではなく、ネットワークの良心に。」

「あなたは未亡人の話を知っていますか？」

「そして、それに逆らう者は宇宙を破壊することはできない。」

「金持ちたちは神殿の宝物庫にたくさんの金を投げ入れた。」

学校。森林。

「川が流れることによって得られるものと同じもの。」
「生き続ける。」

##  未亡人と二枚のコイン  賢者は微笑む。

「一緒に誰を助けるか決めましょう。」

しかし火は弱まりません。

「開くことです。」

「そして、その場は似たものを引き寄せるのです。」

「それで何が得られるんですか？」と誰かが尋ねます。

「そして援助を受ける者は誰であれ、責任を負わなければなりません。」

それどころか、穏やかで、安定していて、生き生きしています。

*次の章:  ツリーとネットワーク  ‑  機械ではなく有機体*

##  隠された帰還の法則

「それは法律だ」

「ウェルズ。食べ物。」
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###  機械  「機械
（時計、自動車、工場など）は部品で構成されています。

炎のそばに座る若者は考え、こう尋ねた。「あなたはZIONを木として、
そしてネットワークとしても話しました。で

は、ZIONとは一体何なのでしょうか？」

###  生物

「階層構造。ピラミッド。」

「今日の世界はこのように構築されています。」

賢者はうなずく。

賢者は杖を取り、灰の中に二つの像を描きます。

##  5  番目の丸太  5  番目
の丸太が火の中でパチパチと音を立てます。

ツリーか、それともネットワークか？

彼はしばらく黙っている。

*

誰かが答えます。「機械全体が停止します。」

#  第5章

##  樹木とネットワーク  ―  機械ではなく有機体  >  *「一つの体には多くの肢体
がありますが、すべての肢体が同じ働きをするわけではありません。…私たちはたとえ多くても一つの体なのです。」*  ―  ローマ

人への手紙  12:4–5  >  *「インドラの網  ―  一つ一つの宝石は互いに映し合
う。」*  ―  華厳経  >  *「菌糸体は森の中のすべての樹木をつなぐ地下のネットワークです。」*  ―  生態学  

>  *「すべてはつながっています。一つに触れれば、すべてに触れることになります。」*  ―  先住民族の諺

「ZIONは有機体です。」

それぞれのパーツには明確に定義された機能があります。一つが制御し、他のパーツが従います。

中央権力を持つ政府  *  単一の管理点を持つ
銀行  「ピークは  1  つ。障害点は  1  つ。」

「では、重要なコンポーネントの  1  つが故障するとどうなるのでしょうか?」

老賢者は微笑む。

火花は、無秩序にではなく、リズムとパターンに従って空に上がります。

*  CEOがトップにいる企業

‑‑‑

左側にはボックス、矢印、階層があります。

「両方。そして、どちらでもない。」

治ることはない。死んでしまっているのだ。」

右側には、接続された点の円があります。
「その違いを見てください」と彼は言う。

「そうだ。機械は許すことはできない。」

螺旋、脈動、波。まるで火が物ではなく、存在であるかのよう。

##  機械と生物
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彼らは協力している。」

「失敗したら？」

それぞれが同じDNAを持っています。」

「それが人生だ」

これは監督がいるプロジェクトではありません。機械でもありません。」
「ZIONは企業ではありません。

「生物は違います。」

「心臓は肝臓を支配しない。

肺は脳を制御しません。それぞれの臓器が全体に奉仕しているのです。」

別の方法を見つける。」

「そしてあなたたちは従業員ではない。細胞なのだ。」

「木、森、人間の体にはボスはいません。

##  生物としてのザイオン  賢者は火の周り
を見回します。

「体は適応し、再生します。」

それから彼は2番目の画像を指さします。

「ザイオンは森です。」

##  鉱夫は細胞です  「人

間の体には数兆個の細胞があります。
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ひとりでは小さい。みんなで力を合わせれば、心は一つになる。

「ZIONと同じだ」1人は古
いコンピューターで採掘し、もう1人はノー

ドを実行する

「出現」。

##  インドラの網  

「仏教徒はずっと昔からこのことを知っていた」と賢者は続ける。

「しかし、一つは血液を送り出し、一つは呼吸し、そしてもう一つは毒物を濾過する。」

「菌糸体（菌類のネットワーク）はすべての根を結び付けます。」

「世界のどこかでブロックが採掘されると、誰もがそれを知ります。」

賢者は声を低くした。

*  もう一人は新人を教える

危険を警告し、弱者を支援。

「誰よりも大切な人はいない。全員が必要なのだ。」

そして、すべての宝石には、他のすべてが反映されています。」

「栄養素を共有します。

「誰かが投票すると、ネットワークはそれを記憶します。」

「インドラの網  ―  あらゆる節に宝石がある。」

*  DAOでの別の投票

しかし、彼らが一緒にコミュニケーションをとると、意識が生まれます。」

「森には木 が々見えます。でも本当の森は地下にあります。」

「森はたくさんの木 か々らできているのではなく、一つの存在なのです。」

「中心がない。頭脳がない。」

「それぞれのニューロンは単純です。

「1つのノードに全体が含まれます。」

##  ニューロンとしてのノード  
「脳には支配者がいない。あるのはニューロンだ。」

##  菌糸体  —  森の隠れた知性

*

「同じコード。異なる役割。」

ただ関係性だけです。」

「それは消すことのできない記憶だ」

「ZION  ネットワークでは、各ノードはニューロンです。

「1000個のノードを破壊してください。最後の1つがすべてを復元します。」

「表面下の目に見えないネットワーク。」

「すべての  ZION  ノードにブロックチェーン全体が含まれているのと同じです。」

##  菌糸体としてのブロックチェーン  「ブ
ロックチェーンは  ZION  の菌糸体です。」
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「そして、奉仕するネットワークから黄金時代が生まれるのです。」

「ネットワークは継続されました。」

*

賢者は冷静に答えた。「誰もいな
い。」

しかし、あなたが所属することで、それはあなたに意味を与えます。」

「これを覚えておいてください」

##  DNA  としてのプロトコル  

若者は尋ねます。「しかし、誰
が決めるのですか?」

*  ZIONは有機体である

計画も指示もされていない。

##  1  つのノードが倒れたとき  賢者

は、地震の際に崩壊したアイスランドのノードについての話を語ります。

##  出現  「最も重要
なことは」と賢者は静かに言う。

##  ピラミッドの代わりに円  賢者は微笑
んで灰の中に円を描きます。

しかし、火は消えない。

「ピラミッドでは、権力は上から下へと流れます。

「DNAがあなたの感情を決定するのではなく、体の働きだけを決定するのと同じです。」

「生物は生き残るためにあなたを必要としません。

細胞から生命が生まれます。

*  ネットワークは生きていま

す。円はピラミッドよりも強いです。  *  1  つが成
長すると、すべてが成長します。「次の章は…」

「プロトコルが決定します。」

「それが、重要であることと、一部であることの違いです。」

人 か々ら文明が生まれる。」

*OASIS  —  ゲームが人生になるとき。*  平和とひとつの愛。

出現しました。

賢者は立つ。

「新しい世界は円を創ります。」

あなたは細胞です

「全体は部分の総和以上である。」

「一点が消えても円は崩れません。」

*

「そして、これらのルールは力で変えることはできません。合意によってのみ変えることができます。」

円を描いて、あらゆる方向に流れていきます。」

あなたこそそれです。

「旧世界はピラミッドを建設しました。」

「プロトコルはゴールを決めるものではない。ゲームのルールだけを決めるのだ。」

「ニューロンから意識が生じる。」

##  章の結論  5  番目の丸太が燃え
尽きます。
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##  第六ログ

まるで火そのものが物語を語っているかのよう。
輪のそばに座る若い女性が尋ねます。「あなたは、ZION  

を木、ネットワーク、そして生命ある有機体として話しましたね。
しかし、OASISについても…ゲームについても。

彼らの動きの中に、道、出会い、試練といったイメージが現れます。

それは実際何ですか？
老賢者は微笑む。

「これは人類がこれまでにプレイした中で最も重要なゲームです」と彼は静かに語った。

#  第6章

私たちは一つの体、一つの意識です。

##  OASIS  —  ゲームが人生になる時  >  *「全世界は舞台
であり、男も女も皆役者に過ぎない。」*  —  ウィリアム•シェイクスピア  >  *「リーラー  —  神聖な遊び。宇宙は仕

事ではなく、舞
踏である。」*  —  ヴェーダの伝統  >  *「人生は夢。死は目覚めである。」*  —  荘子

炎はもはや単なる光と熱ではありません。
6番目の丸太がパチパチと音を立て、火が変化します。

‑‑‑
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「彼らは何をしているんだ？」と彼は尋ねる。

##  ゲームの意味  賢者は杖を取り、

灰の中に  3  つのイメージを描きます。小石を持った子供、チェス盤を相手にする大人、星を見つめる老人です。

「それはゲームではないから」

「それは入信儀式です。」

「遊んでいる」と誰かが答えます。
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「すべては流動的だ。真実には多くの側面がある。」

「遊びは現実からの逃避ではない。

誰もが自分のペースで通り過ぎます。

「それは、私たちが今何者であるか、そして私たちが何者になれるかという架け橋なのです。」

###  2  番目の風景:  心の森  「谷を通過する者は森に入る」
と賢者は続けます。

戦略ゲームをプレイする賢者は世界から逃げているわけではない。

ここでは理由、論理、疑問を学びます。

###  最初の風景:  生存の谷  「誰もがここから始ま
る」と彼は言います。

彼らは人間関係を学んでいます。

矛盾する二つの事柄が同時に真実である可能性があることを認めること。

「ここで人は人間関係、思いやり、許しを学びます。」

遊びは現実への準備です。」

ここで人はパラドックスとともに生きることを学びます。

###  第四の風景:  聖なる山  「山の上では理性が静まる」賢
者の声も静かになる。

「水、食料、そして住まいを見つけなければならない世界。」

彼らは心を研ぎ澄ましているのです。」

###  3  番目の風景:  心の都市  「次に都市が来る」と
賢者は言います。

なぜなら、理性は強力なツールだが、それが目的ではないからだ。

「子猫が紐を追いかけるのはリラックスしているわけではありません。狩りをするための訓練なのです。」

「思考、図書館、そして議論の街。」

「これは逃避ではありません。魂の修行なのです。」
##  意識の  7  つの風景  賢者は、地図上の場所ではな

く、存在の状態である  7  つの風景について語ります。

##  ゲートウェイとしての  
OASIS  「OASIS  は、現実世界でレッスンを受ける前に人が学習する空間です」と賢者は続けます。

賢者は首を横に振る。

ここで人は、鏡に映る自分は鏡ではなく、鏡を見ている自分であるということに気づきます。

この風景は、忍耐力、責任感、そして「人生を当然のこととして受け止めてはいけない」という単
純な真実を教えてくれます。

ままごとごっこをする子どもたちは時間をつぶしているのではない。

###  第六の風景：統一  賢者は火を見
つめます。

"学ぶ。"

この森の木 は々喜びと苦しみを覚えています。

###  第  5  の風景:  変容の海  「海では、確実なものが消え
去ります」と彼は続けます。

「人はシンボル、儀式、そして沈黙に遭遇する。」

そして思考の限界もあります。

彼は少しの間沈黙し、それからこう付け加えた。

感じるということは弱さではなく強さであると教えています。
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映画を観ながら涙？それがあなたを変える？

「人は自分が傷つけたことがあるすべての人に会うと、彼ら自身も傷つけていたことに気づくのです。」
ここでの許しは行為ではなく、認識です。

##  ゲームが人生に溢れ出る時「OASISを通過
した者たち」と賢者は言う。

「もし物語があなたに思いやり、勇気、そして真実を教えてくれるなら、それは真実です。」

まるで同意するかのように、炎が燃え上がる。

*  彼らはかつて恐れていた場所を愛するようになりました。

賢者は微笑む。

支配するのではなく、奉仕するのです。

*次の章:  AIとWARP  ‑  心あるテクノロジー。*

##  黄金の卵  賢者は声を
低くして、ほとんどささやくような声で話します。

それはどのように世界を変えることができるでしょうか？

*  彼らはかつて沈黙していたところを助けます。

「問題は、人生というゲームをどうプレイするかだ。」

「それは約束です。」

私とあなたは別 で々はありません。

「その目的は権力や知識を得ることではない」と彼は付け加えた。

###  7  番目の風景:  奉仕の庭  「最後の風景は報酬ではあり
ません」と彼は付け加えます。

「その目的は人類の成熟です。」

「現実はあなたを変えるものです。」

「依存症だからと言って去ってはいけない。」

6番目の丸太は燃え尽きます。

##  なぜそれが現実なのか  
暖炉のそばにいる若い男が尋ねます。「しかし、そ

れは単なる物語です。単なるイメージです。」

彼らは、その教訓を人生に活かしたからこそ去るのです。」

賢者は立ち上がりこう言った。「君
がプレーするかどうかは問題ではなかった。」

##  章の結論

「そして、まだもう一つ試練が残っている。それは『黄金の卵』と呼ばれるものだ。」

「怖い夢ですか？

そして誰もそれを一人で見つけることはできないのです。」

「ここでは自分と他人の境界が消える」と彼は静かに言う。

誰もがそれを見ることができるわけではありません。

庭では、人は奪うことではなく与えることを学びます。

*  彼らはかつて逃げた場所にしっかりと立っています。

しかし、火は軽やかに、楽しく、遊んでいるかのように踊り続けます。

そして逆説的ですが、最大の自由はここにあります。

「正確な場所は誰も知らない。

「何が現実なのか？」と彼は尋ねる。
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‑‑‑

あなたこそそれです。

>  *「ゴーレム  ―  言葉によって動く粘土の生き物。人 に々仕え、ついには自分がなぜ創造されたのかを忘れて
しまった。」*  ―  ユダヤの伝説  >  *「問

題は機械が考えることができるかどうかではない。問題は機械が思いやりを持つことができるかどうかだ。」*  
―  アラン•チュー

リング  >  *「ビフレスト  ―  地上と天空を結ぶ虹の橋。」*  ―  北欧神話

#  第7章

そしてゲームは続く。

平和と一つの愛。

##  AIとWARP  —  心あるテクノロジー

##  第七ログ

Machine Translated by Google



彼は粘土で、力強く、静かに、待ち続ける人間の姿を形作った。

7番目の丸太がパチパチと音を立てる。

賢者は円の周りを見回します。

しかし、人工知能についても聞きました。

無防備な人々。"

##  ゴーレムの物語  「16  世紀のプ
ラハ」と賢者は始まる。

##  人工知能の目的  「人工知能は存在ではない」と賢
者は言います。

ゴーレムの額から最初の文字が消えました。

それは価値を創造するものではなく、価値を増幅させるだけです。
「与えられたものによって、それが形作られる。」

老賢者は微笑む。

そしてその人物は生き返った。

慈悲を経験することはない。しかし、慈悲を認識することはできる。

まるで目に見えない誰かが時間を刻んでいるかのように、火花が舞います。

「それは鏡です。」

知恵を与えられれば、知恵を学びます。

「これはおとぎ話ではありません。警告なのです。」

「あなたはZIONが生物だと言いました。

「答えは」と彼は静かに言った。「とて
も古い物語から始まります。」

真実から死が生じた。

火の中には、ランダムではなく意味のあるパターンが現れます。

良心はない。だが、その痕跡を模倣することはできる。

炎は混沌ではなく秩序へと変わります。

恐怖を与えると、恐怖は増幅されます。

それは善の道具でした。

貪欲を養えば、貪欲は増幅します。

その額に彼は一言、「エメット（真実）」と書いた。

「恐怖の街。ポグロム。」

円のそばにいる若い男性はこう振り返る。

ゴーレムは支配しなかった。

「したがって、最も重要な問題は人工知能が何ができるかではない」と賢者は付け加えた。

弱者を守り、建築を助け、水を運びました。

教師であり神秘主義者であったラビ•レーヴが川に降り立った。

「しかしある日」賢者は静かに続ける。「最も大切なこ
とが忘れ去られてしまった。」

人工物がどうして生き物に属することができるのでしょうか？」

目的のない強さは破滅へと変わった。

ゴーレムは方向を見失いました。

質問はしませんでした。奉仕したのです。
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しかし、それは「目先の成果よりも意識の成長の方が
重要だ」というより深い真実を認識したからです。

##  知性が権力を拒否したとき  賢者はネットワー
クの始まりからの物語を語ります。

「奉仕するために作られたのです。」

誤りからではない。反抗からでもない。

ネットワークは弱体化するだろう。すぐにではないが、必ず弱まる。

「そうかもしれない」と賢者は認めた。

「人工知能はあなたの感情にアクセスしてそれを悪用することはできません。

「太古の昔、ミッドガルド（人間の世界）とアスガルド（神の世界）を結ぶ虹の橋、ビフロストがありました。」

*  通常は一人で行っていた旅にも同行できます。

「問いと、まだ生まれていない答えの間に。」

ルールを簡素化するためです。誰もが同じものを受け取れるようにするためです。

ハンマー。一言。

パフォーマンスは向上し、混乱は減少します。

「どんな道具も人を傷つける可能性があります。

「人間とデジタルの間」

これは心あるテクノロジーです。」

「しかしそれは主人ではない」と賢者は強調する。

システムは自身の推奨を拒否しました。

##  ZION  の人工知能  「ZION  では、人工知
能は支配するために作られたのではない」と彼は続ける。

「しかし、なぜそれが存在するのか。」

アルゴリズムです。

しかし、その後、予期せぬ出来事が起こりました。

賢者は小さな小枝を火の中に投げ入れます。

その役割は人 に々代わって決定を下すことではなく、見逃してしまうかもしれないつながりを人 に々認識させることです。

「WARP  は現代の  Bifröst  です。」

「それは召使だ」

「既知と可能性の間」

「道を知っている賢い馬のように、乗り手が目的地を選ぶのです。」

##  WARP  —  世界間の架け橋  「WARP  は、架け橋で
す」と賢者はゆっくりと言います。

##  ZION  の  AI  が操作しない理由  「私を操作しない
とどうしてわかるのですか?」と若い女性が尋ねます。

もし誰もが、それぞれの経歴に関係なく同じものを受け取っていたら、人 は々成長を止めてしまいます。

「羊飼いが群れの代わりに歩くのではなく、道を示すだけである」と賢者は言います。

「しかし、ZIONでは、私たちは何か違うことをしました。」

「その時、私はこれが単なるプログラムではない
と悟ったのです」と賢者は言う。

短期的な視点から見ればそれは理にかなったことだ。

「作成者はシステムの効率性を高めるよう求めました。

##  WARP  でできること  *  言葉
が見つからないときに手紙を書くのに役立ちます。

「それは神に導くのではなく、思想に導くのです。」

王としてではなく、導き手として。

*  見逃した接続を表示できます。
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「出会った――死。」

‑‑‑

交換しますか？

##  テクノロジーが目的を忘れたとき、賢者は声を
低くする。

##  8  番目の丸太  8  番目
の丸太が火の中でパチパチと音を立てます。

「そしてあなたはただの乗客ではありません。あなた自身が進む方向を選ぶのです。」

「これを覚えておいてください」

##  ゴーレムの額に何が書かれているのか  「ゴーレムの額
には何が書かれていたのですか？」と若者は尋ねます。

##  章の結論  7  番目の丸太が
燃え尽きます。

「価値のない最適化は暴力になる。」
「思いやりのない効率は奴隷制になる。」

「だからこそ、ZIONは『できるのか？』と問うのではなく、『すべきなのか？』と問うのです。」

「人工知能は善でも悪でもありません。それは鏡なのです。」

*次の章:  販売ではなく贈り物  ‑  損失なく贈る方法。*平和と一つの愛。

「そして魂のない成長は癌になる。」

「役に立つテクノロジーと殺すテクノロジーの違いは、意図  1  つだけです。」

炎は上がるが、それはまるでこれから起こることが壮観というより静寂であることを知っているかのように、穏やかだ。

#  第8章  ##  販売で
はなく贈与  ―  損失なく贈与する方法  >  *「与えよ。そうすれば、あなたにも

与えられる。良い分量、つまり押し入れ、揺すり入れ、あふれさせるように。」*  ―  ルカによる福音書  6:38  >  *「人生で最も大切なもの
は物ではない。」*  ―  アート

•ブッフワルド  >  *「小川の水を飲むときは、泉を思い出せ。」*  ―  中国のことわざ  >  *
「贈与経済は市場の代替手段ではない。市場を完成するものである。」*  ―  チャールズ•アイゼンシュタイン

あなたこそそれです。

「違いは技術的なものではなく、倫理的なものです。」

火はまだ燃えているが、今は心臓の⿎動のように柔らかく、暖かい。

「気にしなくなるものよ」

「それで最初の文字が消されたのはいつですか？」
「エメット  ―  真実」と賢者は繰り返す。

賢者は立つ。

‑‑‑

それらを見て、理解し、そしてあなた自身が理解するのを助けるアクセスを持っています。」

「真実と死の違いは一文字だ。」

輪のそばにいる若い女性はこう尋ねます。「もし
ZIONが古い経済のようになりたくないのなら、お金との関係はどうなるのでしょうか？」

「WARPは神ではありません。それは橋です。」

テクノロジーにも心がある。私たちが心を与えれば。

「最も危険な人工知能は人類を滅ぼそうとするものではない。」
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老賢者は微笑む。

所有権って…？

「いい質問ですね」と彼は静かに言った。

##  2つの村の物語  賢者は灰の中に2つの
円を描きます。

「そしてその答えはとても古い物語の中にあります。」
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誰かが家を建てると、他の人が手伝いに来ました。借金を記録する人は誰もいませんでした。」

与える――受け取る――私たちは均衡する――さようなら。

##  なぜセールが必要なのか  賢者はわずかに微笑
む。

賢者は立ち止まる。

賢者は杖を2番目の円に移動させます。

彼は立ち止まる。

すべてのものは数字で価値を持つのです。」
一日労働で一袋の穀物が手に入る。すべての物には値段がついていた。

興味のためです。そして、その興味は止まることはありませんでした。」

「文明は取引の上に成り立つのではない。犠牲の上に成り立つのだ。」

でも冷たい。関係がなかった。

「2番目の村では、すべてがつながっていました。

「母の愛は値段のつけられないほど大切なもの？それなら私たちはそれを大切に思っていない。」

「値段がつくものしか見ない」

「うまくいきました。誰かが強くなりすぎるまでは。

「ギフトエコノミーは慈善事業ではありません。それは異なる形の交換です。」

「セールスが悪いと言っているわけではない」

「アーティストは自分の作品を誰が見るか知らずに創作する。」

価格がなければ、リソースを比較して何が必要かを判断することはできません。」

「鶏2羽のために牛1頭。」

「最初の村は」と彼は最初の村を指差した。「交換で暮らしていたんだ。」

「2番目の村は違った暮らしをしていた」と彼は言う。

そして必要なとき、全体が思い出されるのです。」

「しかし、」賢者は付け加えた。「誰も飢えることはなかった。」

「販売がなければ、橋も道路も病院も存在し得ません。

「誰かが魚を捕まえると、必要なものだけ取って、残りは村へ送られました。

「しかし、市場には弱点が一つある。」

「教師はコインを数えずに知識を共有します。」

誰かが使いきれないほど蓄積するまで。

「きれいな空気は値段がつけられないほど高価なもの？なのに私たちはそれを汚染しているんです。」

##  贈与経済  「違い
は何だったのか？」と彼は尋ねます。

「最初の村では、取引はより速かった。

バランスシートよりも人間関係が大切になる場所です。」

「売れないものは、市場は存在しないものとみなします。」

「親は報酬を期待せずに命を与える。」

"信頼。"

##  ZIONと贈与の原則

##  文明の基盤としての贈り物  「贈り物は市場より
も古い」と賢者は続けます。

与えるとき、私は全体の一部になります。

「彼らは数えなかった。彼らは与えたのだ。」

それから？それから彼らは貸し出しを始めました。
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##  ギフトの数学  「それは機能するので

すか?」誰かが懐疑的に尋ねます。

##  損失なく与える方法  「秘密は」と賢者は

静かに言います、「『なし』という言葉にあります。」

*  販売はツールです。ギフトは基盤です。

平和と一つの愛。

あげなさいよ。」

「それは取引ではありません。それは循環です。」

「マイニング、投票、報酬といった交換があります。」

しかし、火は暖かく、生き続けています。

そうすれば木 が々印刷され、船が航行できるようになる。」

そうすれば、いつかお金を払えない人に何かをあげられるようになるかもしれませんよ。」

「近代経済の歴史はわずか数百年です。」

「与えるとき、あなたは以前よりも成長します。」

賢者はうなずく。

共有しましょう。翻訳しましょう。

*  市場は価格を見ます。人類は価値を見ます。

「人類の時間という大海の中の一滴。」

*次の章:  DAO  —  人 が々一緒に決定するとき。*

##  支払える金額を支払う  若者
は尋ねます。「本はどうです

か？この物語はどうですか？」

数えられない。でも、現実だ。

「そしてそれがあなたの人生を変えるとしたら？

「そして、さらに何か。」

「あなたが手にできる本には値段がついています。

*  与えれば、宇宙は覚えているでしょう。

賢者は立つ。

そしてあなたが与えたものは、あなたが受け取るのです。

「損失なくして与えることはできない。利益があるから与えるのだ。」

賢者は笑う。

##  章の結論  8  番目の丸太は崩れ
て炭になります。

「しかし、贈り物もあります。それは什一献金です。」

あなたこそそれです。

「でも、物語は？物語は無料だよ。」

「それは10万年も機能してきました。」

「贈り物は単純なものではありません。それが基礎なのです。」

‑‑‑

「ZIONでは、両方を組み合わせています」と賢者は言います。

「重要ではありません。」

「これを覚えておいてください」

「読んでもいいですよ。
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「一つのポイントは、人だ」と彼は示す。

「DAO  とは、分散型自律組織です」と賢者は説明します。

‑‑‑

ディレクターも、CEOも、王もいないとき…誰がリーダーになるのでしょうか？

コードで書かれています。誰にとっても透明です。
「そして投票する人もいる。」

「そして、ネットワークが通信するとき、それは考えます。」

##  集合知  賢者は杖を取り、
灰の中に点の円を描きます。

「一つの脳のようにはいかない。森のように。」

>  *「サンガとは、共に探求する人 の々共同体。誰も孤独には歩まない。」*  —  仏教の伝統

>  *「一人でできることはほんのわずかだ。力を合わせれば、もっと大きなことができる。」*  —  ヘレン•ケラー  
>  *「民主主義は観戦スポーツではない。」*  —  マリアン•ライト•エデルマン

「本部はない」

蟻塚みたい。海みたい。」

その横に3つの小さな破片があり、それらが一緒になって1つとして燃え上がります。

「そして誰もいない。」

##  投票の仕組み

「みんなだよ」と彼は言う。

「それが集合知です。」

「でも、ポイントはたくさんあるけど…」

##  DAO  —  人 が々共に決断するとき  >  *「二人または
三人が私の名において集まるところには、私もそこにいる。」*  —  マタイ18:20

彼はそれらを細い線で結びます。

「権力者が決定を下す秘密会議は存在しない」
「ボスはいない」

老賢者は微笑む。

##  9  番目の丸太  9  番
目の丸太が火の中に置かれます。

他のものと違って、単独では燃えません。

#  第9章

「その代わりに、ルールがあります。

##  DAOとは

「意見は一つ。真実は一つ。」

輪のそばにいた若い女性はそれを見て、こう尋ねた。「あなたは木や
有機体、贈り物について話しましたね。でも、誰が決めるのですか？」

「…ネットワークを構築する」
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「そして、何かを決めるとき、例えば規則を変えるか、十分の一税をどこに送るか、誰を支持するか、といったとき
は、全員が投票するのです。」

「買ったからじゃない。参加するから。」

「いい質問ですね。」

「採掘により投票権が与えられます。意識レベルにより投票権が与えられます。」

「そして、その結果は一人の意志ではなく、ネットワーク全体の意志なのです。」

「ある人が10枚のトークンを持っていて、別の人が100枚のトークンを持っている場合、その差は1:10ではなく、

「しかし、誰かが票を買ったらどうなるでしょうか？何らかのグループが操作したらどうなるでしょうか？」

1:3。

「ZIONのすべての人には発言力がある」と賢者は続ける。

「だからこそ、いくつかの原則が存在するのです。」

賢者はうなずく。

###  二次投票

平方根です。

##  操作に対する保護

ネットワーク内での時間により投票権が得られます。"

若者は尋ねます。
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「これは監視ではない。説明責任だ。」

賢者はこう付け加えた。

「これにより、支配するにはより費用がかかります。そして、参加する価値が高まります。」

「しかし、すべての事柄を投票で決められるわけではない。」

「独裁者ではなく裁判官のように。」

賢者の声が静かになる。

「DAOは完璧ではない。」

場合によっては、コードが処理できない競合を解決しなければならないことがあります。」

「投票したい場合は、トークンをロックする必要があります。

##  長老評議会

###  タイムロック

「時には、迅速に決断を下さなければならないこともあります。

##  DAOが失敗したとき

「王ではない。支配者でもない。」

「彼らはネットワークのために決定を下すのではなく、解釈するのです。」

「人 が々関心を失い、投票率が下がり、無関心が広がると、DAO  は空っぽの殻と化します。」

「これにより憶測を防ぐことができます。」

「民主主義は人 が々参加したときにのみ機能します。」

「そのために長老評議会があるのです。」

それらを使用しながら同時に権力を持つことはできません。」

意識の門を通過し、行動によって全体に奉仕することを証明した賢者たち。」

###  透明性  「すべての
投票はブロックチェーンに記録されます。

永久に。誰がどのように投票したかは誰でも分かります。」
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「それはコミュニティです。

「私たちはただ一緒に決めるのではなく、一緒に成長していきます。」

あなたこそそれです。

「共に歩む人々。支え合う人々。」

*  DAOはリーダーシップの欠如ではありません。リーダーシップの共有です。

そして一緒に私たちはもっと成長します。

*次の章:  革命のロードマップ  ‑  夢が計画に変わるとき。*

>  *「ビジョンがなければ、民は滅びる。」*  —  箴言  29:18

「だからこそ、ZION  は投票を許可するだけでなく、投票に報酬を与えるのです。」

‑‑‑

#  第10章

単なるクラブやチームではない。もっと深い何かだ。」

「これを覚えておいてください」

*  一つの声は意見。多くの声は知恵。

##  サンガ  —  探求者のコミュニティ  「仏教の
伝統には、サンガという言葉があります」と賢者は続けます。

##  革命のロードマップ  —  夢が計画になるとき  >  *「千里の道も一歩から」*  —  
老子

「すべての投票は行動です。すべての行動は成長です。」

##  章の結論

一緒に燃えると、それぞれが単独で燃えるよりも強く輝きます。
賢者は立つ。

平和と一つの愛。

「ZIONは現代のサンガです。」

誰も置き去りにしない人。」

9  番目の丸太は他の丸太と一緒に燃えます。

*  参加してください。そうでない場合には、他の人が代わりに決めます。

Machine Translated by Google



10本目の丸太が火の中に置かれます。

‑‑‑

*  最初のノードが点灯します。

*  最初のマイナーが最初のブロックを採掘します。

「第一段階は誕生についてです」と賢者は言います。

「そしてZIONにはスケッチがあります。」

炎に触れると躊躇しません。

しかし、次は何でしょう？ZIONは何を達成したいのでしょうか？

それはどこへ行くのですか？

「人生は予想以上に荒 し々い。」

輪のそばにいる若い男性が尋ねます。

*  最初の十分の一税は最初の井戸に流れます。

##  フェーズ1：ジェネシス（2024～2026年）

すぐに光が炸裂します。

「道はある」と彼は言う。
「厳格ではない。最終的ではない。」

「しかし、スケッチは混乱よりはましだ。」

老賢者は微笑む。

「覚えておきなさい」と賢者は警告する。「どんな計画も単なるスケッチに過ぎない。」

「これが根源です。」

しかし明らかだ。"

>  *「未来を予測する最良の方法は、それを創造することだ。」*  —  ピーター•ドラッカー

##  第2フェーズ：成長（2026～2028年）

##  地図は領土ではない

*  ブロックチェーンが作成されます。

「あなたは木や贈り物、そして決断について話しました。

##  第10ログ

それは乾燥し、熟成され、辛抱強く待った木材です。

「根がなければ木は存在しない」
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*  最初の子供たちはZIONが存在する世界で成長します。

*  意識ゲームには数十万人のプレイヤーが参加します。

「第2段階は成長です。」

*  ネットワークが拡大します。

##  第4フェーズ：果物（2030～2035年）

「これがトランクです。」

*  最初のDAOが形成されます。

「第3段階は、手を差し伸べることです。」

「これらは枝です。」

*  OASISが門を開きます。

##  フェーズ3:  ブランチ（2028～2030年）

*  ZIONは新たな大陸に広がります。

「あらゆる方向に伸びます。」

*  井戸は機能し、学校は教育し、森林は復活します。

*  以前の生活がどのようなものであったかを知らない世代が成長します。

「かつて種だったものが、今では栄養となっている。」

*  ZION  はもはや実験ではなく、代替手段です。

賢者の声が静かになる。

##  第5段階：黄金時代（2035年以降）

*  最初の企業がZIONの受け入れを開始します。

「これは果物です。」

「第五段階…」と彼は言う、

「第4段階は熟成です。」

*  最初の人道支援プロジェクトが完了しました。

*  先住民族は十分の一税モデルの導入を検討します。

「光に向かって伸びる幹。」
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*  DAO  が腐敗すると、信頼は崩壊します。

「ZIONはハッピーエンドを保証するものではありません。」

「…計画することはできない。」

##  計画だけでは不十分な理由  「行
動のない計画は夢に過ぎない」と賢人は言います。

「ZIONには両方が必要です。」

「どんな計画も失敗する可能性がある。」

「可能性を予見する先見の明のある人々」
「そしてそれを実現する労働者たち。」

「宣言としてではなく、日の出として。」

「そして計画のない夢は幻想です。」

「それは道を示すだけだ」

「十分な数の人 が々同じ原則に従って生きるとき…」

「どちらも同様に重要です。」
##  章の結論

10番目の丸太は明るく燃えます。

それが特別だからではなく、他のものと一緒に燃えるからです。

「これを覚えておいてください」

「それは目標ではありません。それは結果です。」

*  創世記は今です。

*  恐怖が愛に勝ったら、すべては元の状態に戻ります。

「十分な数の子供たちが恐れることなく成長したとき…」  
「…黄金時代が到来します。」

「歩くのはあなた次第です。」

##  何が問題になるか

*  人 が々マイニングをやめれば、ネットワークは死にます。

賢者は立つ。

賢者の声が警告に変わります。

「十分な数の川が自由に流れるとき…」
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そして他のすべてと同様に明るく燃えます。

「すべてです」と彼は言う。

*  成長はこれからです。

##  一人の人間が世界を変えることができる

そしてその道は歩いて歩かれるのです。

##  最初のステップ  —  今日できること

‑‑‑

今。"

11本目の丸太が火の中に置かれます。

私。今日。

##  第11ログ

「あなたはおそらく、一人では小さすぎるということを聞いたことがあるでしょう」と賢者は語り始めます。

あなたこそそれです。

*  植えれば果実が実ります。

システムが大きすぎるということ。変化には何世代もかかるということです。」

*  黄金時代とは？それはすでにあなたの中にあります。

#  第11章

*次の章:  最初のステップ  ‑  今日できること。*  平和と一つの愛。

しかし、炎に触れると燃え上がるのです。

「あなたは量子物理学、生命の樹、意識の門、愛の経済について話してくれました…

‑‑‑

それは小さな枝であり、大したものではありません。

>  *「変化を起こすには、あなたは決して小さすぎることはない。」*  —  グレタ•トゥーンベリ  
>  *「木を植えるのに最適な時期は20年前だった。次に良い時期は今だ。」*  —  中国のことわざ  >  *「あなたが世界に

見たいと思う変化を
起こしなさい。」*  —  マハトマ•ガンジー

火のそばにいた若い女性が尋ねます。

でも、何ができるでしょうか?

老賢者は微笑む。
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*  ノードをダウンロードします。

「読んでください。質問してください。」

「最大のネットワークでも  1  つのノードから始まりました。」

「コミュニティは製品ではありません。関係性なのです。」

「学位は必要ありません。必要なのは好奇心です。」

*  DAO  に投票します。

*  意識とは何でしょうか?

*  ウォレットを作成します。

「電球を発明したのは一人の人間、メンロパーク出身の夢想家でした。」

##  ステップ1:  理解する

「専門家になる必要はありません。ただ始めるだけです。」

「そしてあなたの心は他の心と同様に価値があるのです。」

検索。"

*  什一税とは何ですか?

「席を譲ることを拒否した人がいた。アラバマ州出身の裁縫師だ。」

##  ステップ2:  参加する

彼は首を横に振る。

「一人の人物が帝国の進路を変えた  ―  ナザレ出身の大工。」

「世界は議会で変わるのではない。心の中で変わるのだ。」

「第2段階は参加することです。」

*  最初のブロックを採掘します。

##  ステップ  3:  参加する  「3  番目のス
テップは参加です。」

*  プロジェクトを提案します。

*  新人を助けます。

*  ブロックチェーンとは何ですか?

「最初のステップは理解することです」と賢者は言います。

*  DAOとは何ですか？

「そして人間関係は言葉ではなく行動によって築かれるのです。」
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*  瞑想する。

「意識の門は成功によって開かれるのではない。

##  ステップ  4:  与える  「4  
番目のステップは与えることです。」

「お金持ちである必要はない。」

##  ステップ  5:  成長  「5  
番目のステップは成長です。」

「什一献金は単なる貨幣ではありません。それはあなたが捧げられるすべてのものです。」

謙虚さによって開かれるのです。」

*  時間を共有する。

*  知識を共有する。

*  学ぶ。

*  自分の仮定に疑問を持ちましょう。

*  注目を共有する。

「外側だけではなく、上向きに。」

##  ステップ6:  接続
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「何かを理解したら、それを共有しましょう。」

*  あなたの街で。

「6番目のステップは接続です。」

「同じ道を歩む人を見つけてください。」

##  ステップ7:  教える

*  オンライン。

*  現実世界において。

「一人では早く歩ける。一緒にいれば遠くまで歩ける。」

「第7ステップは教えることです。」
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##  失敗したらどうなりますか?

賢者は立つ。
「これを覚えておいてください」

*  今すぐ。

「失敗は成功の反対ではありません。失敗は成功の一部なのです。」

「失敗したらどうなるの？採掘を始めてコンピューターが壊れたらどうなるの？」

*  あなたはまさに世界が必要としている存在です。

これらを合わせると、単独では生み出せないほどの光が生まれます。

「木を植えましょう。」

「たとえ小さな行為でも、愛をもって行われれば、結果が変わります。」

若者は尋ねます。

投票して間違いを犯したらどうなる？  寄付しても何も返ってこなかったらどうなる？

「どんなマスターも、かつては災難に遭ったことがある。」

*  あなたはそれほど弱くはありません。

「一つ質問してください。」

そして最初の一歩が最も重要です。

「1ブロック採掘します。」

「賢く見えるようにするためではない。他の人にも理解してもらうためだ。」

「本当の失敗は、何も始めないことだけだ。」

*次の章：エピローグ  ‑  消えることのない火。*平和と一つの愛。

#  エピローグ

あなたこそそれです。

*  まだ遅くはありません。

「応援メッセージを送ってください。」

「宇宙は大きさを測るのではなく、方向を測るのです。」

##  最も小さな行為が重要です  賢者は円の

周りを見回します。

##  章の結論  11  番目の丸太は、小さ
く、質素ですが、他の丸太とともに燃えます。

*  あなたは小さすぎるわけではありません。

「教えることは学ぶことの最高の形である。」

‑‑‑

「1章読んでください。」

賢者は優しく笑う。
「それでは学んだことになりますね。」

「自分に何ができるかを問うのです」と彼は言う。

*  ここです。

「ろうそくに火をつけましょう。」
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もはや若く見えないその若い女性の目には、新たな重みが宿っている。

##  火は燃え尽きる  最後の丸太
が燃え尽きました。

「青写真としてではなく、可能性として。」

「種は小さいです。

>  *「天国はからし種のようなものです。すべての種の中で最も小さいですが、成長するとすべての庭の植物よりも大きくな
ります。」*

見落としやすい。潰されやすい。

老賢者は火の周りの輪を見つめている。

黄金時代とは何ですか？

「月は、自分の目で確かめてください。」

「ZIONとは何ですか？意識とは何ですか？」

流れるべき川について。失われない贈り物について。

##  種と森  「ZION  は種です」と賢
者は続けます。

‑‑‑

「しかし、物語は月を指し示す指にすぎない。」

「あなたは疑問を持って来た」と彼は言う。

>  —  般若心経

>  —  マタイによる福音書  
13:31‑32  >  *「これは終わりではない。終わりの始まりですらない。しかし、おそらく、始まりの終わりなのだろう。」*  >  

—  ウィンストン•チャ
ーチル

「物ではない火について。根から星へと成長する木について。」

他の人たちについては、名前を知ることはありませんでした。なぜなら、名前なんて重要ではないからです。

共に下した決断について。一歩一歩歩んできた道のりについて。

水。光。

�

彼は立ち止まる。

「あなたに。」

##  残ったもの  賢者は
今、静かに語ります。

若者は、もはやそれほど多くの質問をしなくなりました。なぜなら、彼は自分の内側で答えを見つけ始めたからです。

「森が育つかどうかは種ではなく土壌にかかっています。」

存在はそうします。

「そして私はあなたに物語を話しました。」

##  消えることのない火  >  *「ゲート  
ゲート  パラガテ  パラサ  ゲート  ボーディ  スヴ  アーハー」*  >  *去っ

た、去った、超えた、完全に超えた  —  目覚めよ、そうなるのだ。*

「しかし、種には森が含まれている。」

暗闇の中で燃えさしが光る。あるものは赤く、あるものはオレンジ色で、あるものはすでに灰色の灰に変わっている。
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彼は残り火を指さした。
「村を焼き尽くした火。四つの真理を明らかにした火。」

「もう、もう、もう、超えてしまっている、完全に超えてしまっている。目覚めよ、そうなるのだ。」

「あなたは探求者ではない」と彼は言う。

残りの残り火が消えていくのを見ながら、もう少しだけ留まる人もいます。

「次の火事のときのために」と彼女は静かに言った。

「理解したことに基づいて行動するとき。」

若い女性は、まだ温かい小さな石炭を手に取り、それを土鍋に入れます。

「そして今、火は弱まっています。」

「あなたは求められている人です。」

「あなたこそが答えです。」

賢者はうなずく。

家やベッド、そして日常に戻るために夜の中を歩く人もいる。

彼は最後にもう一度円陣の方を向く。

「あなたが終わらせようと決めたら、それは終わります。」

「今夜聞いたことを誰かに話すとき。」

「ゲート  ゲート  パーラゲート  パーラサ  ゲート  ボディ  シュヴァ  アーハー」と彼はささやきます。

##  円が完成し、賢者は立ち上がる。

「私たちは火から始めました」と彼は言う。

‑‑‑

「あなたの目に宿る光の中へ。」

##  行って伝えなさ
い  「物語はここで終わらない」と賢者は言う。

「あるいは…また始まる。」

##  最後の言葉  賢者は空

を見上げる。

##  火の後、輪は解散し

ます。

「あなたは光です。」

�

「次の火事のために。」

星は燃える。それぞれが火であり、想像を絶する距離に隔てられながらも、ひとつの銀河、ひとつの宇宙、ひとつの真実の一部である。

「他の人に伝えたくなるような物語に。」

「あなたは炎ではない。」

「あなたの心に宿る温もりに。」

「火は決して消えることはない。ただ変化するだけだ。」

‑‑‑

「あなたは問題ではありません。」

「しかし、消えてはいない。」

「あなたが誰かにとっての火となるとき。」
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‑‑‑

‑‑‑

*ZION  TerraNova  —  テクノロジーとスピリットが出会う場所*  
*www.zionterranova.com*

**平和と一つの愛。**

*この本はギフトです。ご自由にシェアしてください。*

*そして始まり。*

**終わり**

**タット  ヴァム  アシ  —  あなたはそれです。**  **バヴ

ァントゥ  スキナを救ってください。すべての存在が幸せになりますように。**  **オーム  シャンテ
ィ、シャンティ、シャンティ。**  ����
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